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　1991年1月1日から2017年12月31日までの期間に，家族性

　筋萎縮性側索硬化症と診断された患者様の性別、年齢、

　病気を患っている期間、重症度、血液・画像・電気生理・

　病理所見，治療内容などの情報をカルテ記録から収集し，

　その意義を解析します．

　これらの情報は個人情報を保護した上で使用され，外部

　には一切公開いたしません．また，本研究は当院臨床研究

　センターにて審査を受け，学長の許可を得ています．

　2018年4月16日〜2021年3月31日

　利用する情報のうち，氏名や住所など患者様を直接特定

　できる個人情報は削除します．また，研究結果は個人情報

　をすべて伏せた状態で学会， 医学雑誌等で発表します．
　Tel：0744-22-3051（奈良県立医科大学 代表）

　担当者：神経内科学　江浦　信之 （内線 3417）

奈良県立医科大学神経内科を受診された患者様へ

　　当科では，現在下記の臨床研究を行っています．
　　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，診療情報を研究目的に
　　利用または提供されることを希望されない場合は，下記お問い合わせ先
　　にご連絡下さい．

　家族性筋萎縮性側索硬化症に対する臨床病理学的および
　電気生理学的検討

　江浦　信之　（神経内科学・助教）

　なし

　筋萎縮性側索硬化症は，脳や脊髄，末梢神経に変性を

　生じる病気ですが，原因やメカニズムはまだ十分に解明

　されていません．しかし，家族性に発症する患者様は

　似た経過をたどり，遺伝子が重要な働きを担っていると

　考えられています．

　本研究では，家族性筋萎縮性側索硬化症患者様の

　臨床情報をカルテ記録から収集し，意義を解析します．


